
中学校 第 1学年 総合的な学習の時間学習指導案 

奈良教育大学教職大学院 Ⅿ１ 井上岳海 

 

１．単元名 「古代のタイムカプセルから未来の街を創れ」 

 

２．単元の目標 

・埋蔵文化財は、古代の人々の努力や工夫が反映されていていることを知り、それが現代まで、人々の

手によって守られていることを理解する。                  （知識及び技能） 

・埋蔵文化財が、なぜ残されてきているのかを考え、持続可能な社会づくりの手がかりを見出せる。 

（思考力・判断力・表現力等） 

・古代の人々も現代人も持続可能な社会を望んでいることに気づき、現実の社会課題を解決するため

に、自分たちに出来ることを考え、行動できる。        （主体的に学習に取り組む態度） 

 

３．単元について 

（１）教材観 

本単元では、文化財でも、地中の中に埋まっている埋蔵文化財を対象にした。近年、考古学が対象と

する埋蔵文化財が世界遺産に登録されたことや、2023年度に行われた国内最大級の円墳である富雄丸山

古墳第六次調査から東アジア最大級の鉄剣（蛇行剣）と、これまでに例を見ない鼉龍文（だりゅうも

ん）盾形銅鏡が出土し、国宝級と称され多くのメディアに取り上げられた。このように、埋蔵文化財に

対する一般の人々の関心が高まりつつある。 

昨今、持続可能な社会の開発目標（以下、SDGs）を達成するための取り組みが各方面で行われてい

る。しかし、過去から学ぼうとする態度は顕著ではない。特に、埋蔵文化財が主対象とする時代は、現

代と比較すると長期に渡って持続していた時代であり、そこには、何かしらの持続可能性のヒントが存

在していると考える。 

一方で、埋蔵文化財を作った古代人、それを守りつないできた後世の人々の努力や思いを考えること

も重要である。なぜならば、埋蔵文化財が現在でも残っているのは決して奇跡的ではなく、人々の手に

よって守られてきているという事実があり、それを学ぶことによって、地域愛の醸成にも繋がりやすく

なると考えているからである。 

他方で、本単元は、歴史を学ぶにあたって最初の部分であるため、興味や関心を待たせるために実物

を見せるなどして、生徒の反応をうかがいながら授業を進めていくことが必要である。 

 

（２）生徒観 

本単元を行う前に、地域の歴史文化遺産に対する、知識・理解、興味・関心を図るアンケートを行っ

た。その結果、地域の歴史文化遺産を「知らない」と回答した生徒が約 8割で、興味・関心も「興味が



ない」と回答した生徒が約 7割であった。また、前向きな回答をした生徒であっても、文化財が存在す

ることが当たり前であるがゆえに、なぜその文化財が残っているのかといった歴史的背景まで理解して

いる生徒は少ない。 

また、地域の歴史文化遺産がつくられた時代、歴史文化遺産を守りつないできた人々が生きた時代、

そして現代といったように、歴史をレイヤーで捉えられていない。歴史文化遺産は、奇跡的に残ったも

のではなく、各時代の人々の努力や思いによって残されていることも理解していないように思われる。

そのため、発掘後の歴史文化遺産の保護に取り組んでこられた人々の思いに触れさせたい。 

 

（３）指導観 

指導する際は、文字資料が少ない縄文時代、弥生時代、古墳時代の当時の様子をイメージさせるため

に、実物の資料や博物館が公開している 3Dモデルなどを活用する。また、考古資料がメインとなる縄

文、弥生、古墳の三時代は、教科書や資料集に提示されている資料だけでは質感や法量が伝わらず、各

時代の理解の深まりが乏しい。そのため、生徒の議論を活発化させるためにも、博物館が公開している

資料や教員自身が実際に遺跡に訪れた時の実体験などの生の資料を生徒に見せたり、伝えたりするよう

に努めることで、個別の土器の差異や多様性にも気づかせたい。さらに、自分たちの住む地域の遺跡に

スポットを当て、地元の歴史や文化についても触れさることで、その当時を身近に感じさせたい。 

一方で、ESDの観点から、1500年以上前のものが今でも残っていることの重要性について触れ、これ

までどのように遺され、これからも廃れさせずに残していくためにはどうするべきかを、少しでも自分

ごととして捉えさせるように意識する。また、地域の文化財や地域の人の話を資料として扱うことで、

自分の住む街の魅力に気づかせ地域愛の醸成にもつなげたい。さらに、これからの街づくりを考え、理

想の街に向かっていけるような行動を促させたい。 

 

（４）ESDとの関連 

 ○本学習で働かせる ESDの視点（見方・考え方） 

・有限性：古墳などの遺跡や 1500 年以上も前に伝来した文化が残っている。 

・公平性：時代を超えて、よりよい生活のために行動している。 

・連携性：渡来人など、様々な人との関わりのなかで国がつくられている。 

○本学習を通して育てたい ESDの資質・能力 

・システムズ・シンキング：国ができる過程について各時代の庶民の生活文化や気候から考える。 

・コミュニケーション力：自分の意見を発表し、他人の意見を聞いて考える。 

○本学習で変容を促す ESDの価値観 

・世代間の公正：1 万数千年前～現代にいたるまでに日本に住んでいた人々の工夫や思いによって日

本という国が受け継がれてきたから、これからも当時の人々の工夫や思いを受け継ぎ

ながらも、新しい形で伝えていきたい。 



○達成が期待される SDGs 

・11：住みつつづけられる街づくりを 

・13：気候変動に具体的な対策を 

・16：平和と公正を全ての人に 

・17：パートナーシップ（国際交流） 

 

４．単元の評価規準 

ア 知識及び技能 イ 思考力・判断力・表現力等 ウ 主体的に学習に取り組む 

態度 

①埋蔵文化財は、古代の人々の

努力や工夫が反映されていてい

ることを理解している。 

②埋蔵文化財が現代まで、人々

の手によって守られていること

を理解している。 

③古代と現代を比較し、共通点

と相違点を理解している。 

①古代人の生活の工夫や努力を

埋蔵文化財から考えることがで

きる。 

②埋蔵文化財が、なぜ残されて

きているのかを考え、持続可能

な社会づくりの手がかりを見出

せる。 

③古代と現代の幸福感を考えら

れる。 

①古代の人々も現代人も持続可

能な社会を望んでいることに気

づき、現実の社会課題を解決す

るために、自分たちに出来るこ

とを考え、行動できる。 

②自分たちの住む地域の街の伝

統を継承しつつ、未来の街を創

造し、それに向けて行動でき

る。 

 

５．単元の指導計画（全 7時間） 

次 学習活動 指導上の留意点 評価 

一
次
（
見
つ
め
る
） 

 

①埋蔵文化財について知る。 

 

 

○地域にある埋蔵文化財（土器・埴

輪）に触れる。 

※触れているものが何なのかを考え

る。 

 

○古代人が使った道具（レプリカ）を

実際に使用する。 

 

 

 

 

・レプリカの土器を使用し、感じた

ことを意見交流させる。 

・使用したものが何年前に使用され

ていたものなのかを想像させる。 

 

・レプリカで、古代人がどのように

使用していたのかを考えさせながら

実際に使用させ、現代の道具とも比

較させる。 

ア－① 

埋蔵文化財って何だろう？ 



②地域の遺跡を知る。 

 

 

 

・地域にある遺跡を、文化財マップな

どを活用して探す。 

○地域の文化財マップや、タブレッ

トなど活用して探させる。 

 

 

・知っている文化財を出し合う 

 

・他にも文化財はあるのだろうか？

➞マップなどで探す。 

ア－① 

二
次
（
調
べ
る
） 

③地域にとって遺跡がどんなものかを

考える。 

 

 

○遺跡を訪れて、以下の項目を班ごと

に調べる。 

 

 

 

 

・遺跡の特徴 

 

・遺跡の保存 

 

 

・遺跡の活用 

○遺跡の特徴・保存・活用について

現地調査させる。 

 

 

・前時で調べた地域の遺跡の特徴、

保存と活用の調査を通して、地域の

人々が遺跡とどのように関わってい

たのかを気づかせるとともに、1500

年以上も前から地域に人が住んでき

たことに気けるようにする。 

・どんな遺跡だった？ 

 

・なぜ、今でも遺跡が遺っている

の？ 

 

・地域の遺跡はどのように活用され

ているの？ 

 

ア－②・③ 

④古代の道具を調べる。（博物館） 

 

 

 

 

 

 

・博物館にある古代の人が使っていた

道具を探し、使い方や工夫を調べる。 

・道具の材料の工夫 

 

・道具を作るときの工夫 

 

・道具を使用するときの工夫 

 

○博物館に行き、古代人が使用して

いたものにはどんなものがあるのか

を、時代ごとに分類して調べさせ

る。 

 

 

 

・時代を超えて共通している物があ

る事に留意させる。 

※なんのために様々な道具が開発さ

れたのかも考えさせる。 

イ－① 

自分たちの街にはどんな埋蔵文化財があるのだろう？ 

私たちにとって自分の街の埋蔵文化財はどんなもの？ 

私たちの地域に住んでいた古代の人々は、どんな道具を使用していたの

だろう？ 



⑤朝鮮半島との交流がわかるものを探

しながら、どんな人々が生活していた

のかを考える。（GT：博物館学芸員） 

 

 

 

・学芸員に質問し、ヒントをもらいな

がら探す。 

 

・朝鮮半島から伝わったものが希少

的、先進的なものであることに気づ

く。 

○博物館のなかにあるもので、朝鮮

半島との交流が伺えるものを探させ

る。 

 

 

 

 

 

 

・朝鮮半島から伝わったものは、古

代の人々は、どのような思いで受け

入れたのかを考えさせる。 

 

・古代の日本人は朝鮮半島のものを

得るためにどんな事をしていたのか

を考えさせる。 

※魏志倭人伝の話などを持ってく

る。 

イ－① 

三
次
（
深
め
る
） 

⑥古代の人々の生活の工夫を考える。 

 

 

 

 

 

・古代の人々が生活するのに、どんな

工夫をしていたのかをグループで考え

る。 

※各グループに学生一人をつける。 

・衣類に関しての工夫 

 

・食事に関しての工夫 

 

・住居に関しての工夫 

 

・コミュニティの工夫 

 

・職の工夫 

 

 

・現代の街は幸せな街になっている？ 

 

○古代の人々の生活の工夫を考えさ

せる。 

 

 

 

 

・学芸員とともに、古代人はどんな

生活をしていて、どんな工夫をして

いたのかを各グループで話し合う。

※学芸員から最近の研究成果を聞

く。 

※学芸員と、学生（考古学を学ぶ学

生）を各グループに 1人以上配備

し、共に古代人の生活を考える。 

 

・これまでの学習を想起させなが

ら、古代人がどんな思いで生活をし

ていたのかを考えさせる。 

 

 

 

・現代の街が幸せな街になっていた

のかを考えさせる。 

 

イ－①・② 

私たちの地域には、どんな古代の人々が住んでいたのだろう？ 

私たちの地域に住んでいた古代の人々は、どんな工夫をして生活してい

たのだろう？ 



四
次
（
広
げ
る
） 

⑦過去と未来をつなぐ中学生視点のま

ちづくりを考案しよう。 

 

 

 

・古代の生活の工夫で調べた衣・食・

住・職・コミュニティの班で、調べた

ことを踏まえながら、理想の街を計画

する。 

 

 

・班ごとに計画した街を繋げ、クラス

で一つの理想の街を作る。 

 

 

 

・作成した街を、他学年、地域の

人々、市役所の人、学芸員などに評価

してもらう。 

○古代人が目指した街を振り返させ

ながら、未来の街を計画させる。 

 

 

 

・衣・食・住・職・コミュニティの

それぞれを軸とした街づくりを、班

ごとに計画させる。 

※持続可能な街になるようにするこ

とを意識させる。 

 

・班ごとに考えた街を繋げながら、

本当にみんなが幸せに暮らせる街に

なっているかを、再度考えさせるよ

うにする。 

 

・評価する際に、独創性・実現可能

性・幸福性を基準とし、評価しても

らう。 

ア－③ 

イ－② 

ウ－①・② 

指導：中澤静男（奈良教育大学ＥＳＤ・ＳＤＧsセンター） 

古代人の思いを受け継ぎながら、新しい自分たちの理想の街を作ろう。 


